
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

挑戦的萌芽研究

2014～2012

絵巻学の創成に向けた理論的基盤の構築

Establishing the Theoretical Basis of the Emaki Studies

８０４１６２６３研究者番号：

高岸　輝（Takagishi, Akira）

東京大学・人文社会系研究科・准教授

研究期間：

２４６５２０２０

平成 年 月 日現在２７   ６   ５

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：分野横断的に絵巻を把握する「絵巻学」の創成を目指し、研究対象を古代から近世にまで広
げ、パトロンの関与、転写のメカニズム、絵師による古典学習と画風展開、同時代の古記録に見る鑑賞や蒐集の状況を
考察した。こうした美術史的考察に加え、歴史学・文学・宗教史・民俗学における蓄積も参照しつつ、国内外に所蔵さ
れる作品の位置づけを明らかにし、国際的に成果を発信した。

研究成果の概要（英文）：Aiming to establish a study of illustrated handscrolls (emaki-gaku) that crosses 
various disciplines while expanding the field of study to encompass ancient to early modern art, I have 
considered the role of patrons, mechanisms of copying, painters’ study of the past and the development 
of artistic styles, and the conditions of appreciation and collection as seen in contemporary documents. 
In addition to these perspectives from art history, I have also made reference to the fruits of 
scholarship from history, literature, religious studies, and folklore studies. I have clarified the place 
of illustrated handscrolls in collections in Japan and abroad, presenting the results of this 
international research in various venues.
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１．研究開始当初の背景 
 
美術史をベースとする絵巻の研究は、近
代以降すでに百年以上の蓄積があり、第二
次大戦前の美術研究所（現在の東京文化財
研究所）では、当時の矢代幸雄所長の発案
にかかる『絵巻物総覧』のプロジェクトが
立ち上げられ、総合的な調査と解題が試み
られた。戦後には絵巻を扱った大規模な全
集の出版が相次ぐ。１９６０年代の『日本
絵巻物全集』（角川書店）、１９７０年代か
ら９０年代における『日本絵巻大成』（正・
続・続々、中央公論社）シリーズの刊行に
よって、画面へのアクセスは飛躍的に改善
され、諸分野からの研究への参入を促進し
た。１９９５年には、終戦で頓挫していた
『絵巻物総覧』（角川書店）が刊行され、国
宝・重要文化財に指定されている中世の名
品については、美術史における基礎的情報
が出揃った。２１世紀に入り、『大絵巻展』
（京都国立博物館、２００６年）をなど、
大規模な絵巻の展覧会もしばしば開催され、
修理完成に伴う「一遍聖絵」の全巻展示が
行われるなど、研究と鑑賞の両面において
絵巻は強い関心を集め続けている。 
申請者は、２０００年前後から絵巻研究
を開始し、室町時代の土佐派作品を複数取
り扱った髙岸輝『室町王権と絵画』（京都大
学学術出版会、２００４年）、さらに絵巻に
特化して論じた同『室町絵巻の魔力』（吉川
弘文館、２００８年）がある。従来は平安
末期・鎌倉時代を絵巻のピークとする見方
が根強かったが、これらの書籍では、足利
将軍家を中心とする絵巻のパトロンたちの
関与、版本も含めた転写のメカニズム、土
佐派絵師による古典学習と画風の継承関係、
同時代の古記録に見る鑑賞や蒐集の状況、
といった側面に考察を拡大することで、室
町社会における絵巻の制作と享受の実態を
理解し、中世絵巻の再評価を試みた。 
 
２．研究の目的 
 
 これまでの絵巻研究は、美術史においては
古代・中世美術史に基づく実証的なアプロ
ーチが主軸であった。その一方で、歴史学・
文学・宗教史・民俗学からの蓄積もあり、
近年では絵画史料論も進展しつつある。本
研究は、諸分野における動向や方法論を参
照しつつ、対象となる作品の年代を古代か
ら近世にまで広げ、美術史の枠を超えて総
合的に絵巻を把握するための議論の基盤を
整えることを目的とした。また、海外所蔵
作品の調査研究や、国際的な成果の発信も
重要である。 
 
３．研究の方法 
 
 分析対象とする絵巻の時代的広がりや階
層的広がりを視野に入れ、古代から近世にい

たる作品の中から、天皇や将軍が関与した最
上層の作例から、お伽草子や近世の転写本ま
で考察の対象とし、作品調査を進めた。近世
の作例については海外に所蔵されるものも
多いため、これらについても個別に論考を発
表した。同時に、海外の絵巻研究者との共同
研究、シンポジウム開催および研究ネットワ
ークの構築を目指した。作品研究にあたって
は、諸分野における最新の成果を取り込み、
方法論の違いに留意しつつ議論を展開した。 
 
４．研究成果 
 
 次項に掲載した研究成果は、（１）個別の
作品研究、（２）絵巻における転写や画派の
様式、パトロンや関与についての俯瞰的論考、
（３）これらを総合した「絵巻学」創成に向
けた国際的発信、の三つからなる。 
 （１）に関しては、鎌倉時代のメトロポリ
タン本「北野天神縁起絵巻」、室町後期の土
佐光信周辺で描かれた「地蔵堂草紙絵巻」お
よび『古今和歌集』見返し絵、室町から江戸
時代にかけての絵巻転写の系譜を扱った「酒
飯論絵巻」「日蓮聖人註画讃」の研究があり、
中世絵巻から近世絵巻への展開を個別作例
に即して跡付けた。 
 （２）に関しては、中世絵巻および十六世
紀の絵巻における様式展開、室町時代土佐派
の変遷の総括、絵巻における実景表現の水墨
画との比較、合戦絵巻の受容、「融通念仏縁
起絵巻」の転写、などの論考がある。 
 （３）については、英語による論考および
口頭発表の多くがこれに該当する。特にブラ
ジル・サンパウロと韓国・ソウルにおける口
頭発表は、両国の学会において、日本におけ
る絵巻研究の現状を報告するとともに、本研
究課題の成果をまとめ、「絵巻学」創成への
見通しを国際的に発信したものである。 
 以上、（１）（２）（３）の研究成果発表を
通じて、絵巻の研究対象を拡大、総合的に把
握した上で、国際的に発信するという当初の
目的を達成することができた。今後、絵巻の
精細な図版を伴う研究書の刊行を計画して
おり、今回の研究成果を国民や研究者に広く
還元することを目指す。 
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